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＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 50 ％ 演習 50 ％ 実習 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　　　％）

↳ （ ）

＜教員紹介＞

英語教育博士号(Ph.D)を持ち、英日同時会議通訳者でもある語学教育のエキスパート！日米両国の難関大学での教授経験を有するプロフェッショナ
ルです。

レポート（　　　 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　　　％） 受講態度（　30　　　％） 作品（　　　％）

15 期末試験

特になし

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（　　60　％） 小テスト（　10　　　　％）

13 二次試験対策①　単語練習 でる順パス単語

14 二次試験対策②　単語練習 でる順パス単語

11 リスニング問題練習　単語練習 でる順パス単語

12 実力判定のため過去問題を通しで解く でる順パス単語

9 ライティング練習　単語問題 でる順パス単語

10 要約問題練習　単語練習 でる順パス単語

8 大問１、大問２　単語練習 でる順パス単語

6 リスニング問題の解き方　単語練習 でる順パス単語

7 実力判定のため過去問題を通しで解く でる順パス単語

4 ライティングの解き方　単語練習 でる順パス単語

5 要約問題の解き方　単語練習 でる順パス単語

3 大問２の解き方　単語練習 でる順パス単語

1 実力判定

2 大問１の解き方　単語練習 でる順パス単語

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

英検合格のための語彙レベルアップ、リスニングスキル向上、ライティング、要約問題、すべてに対応できるよう練習を行います。授業で特に力を入れる
のはアウトプット（書く・話す）スキルの研鑽です。毎週単語習得も行います。

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

英検準２級合格を目指し全問題に対処できるよう対策をしていきます。英検は「読む」「聞く」「書く」「話す」の４つのスキルを総合的に判断する優れた試
験です。最近改定が行われ、アウトプット力を試す問題がさらに追加されました。ライティングと二次試験では自分の意見を英語で述べることが要求され
るため授業で練習を重ねます。自分の意見を英語で述べることは、英検合格のためだけでなく今後もずっと使えるスキルです。

総合英語力を英検準２級合格レベルに引き上げ、合格を目指します。授業で特に力を入れるのはアウトプット（書く・話す）スキルです。また単語力の向上
を図るための単語学習も毎回行います。準２級レベルは中学校の基礎英語力が不足している場合が多いため、基礎英語の徹底も合わせて行います。

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習　
　　その他（　　　　ペアワーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

選択科目 全学年
○ 講義時限数 15

単位数 2

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

英検準２級対策 斉藤　洋果
1 22

授業の方法 講義


